








小児期に発症した腎炎・ネフローゼ患者のなかで,治癒に至らず慢性化して成人期に移行し

ていく患者の実態について検討した。成人期に carry over する糸球体疾患の病型の主体は

IgA 腎症であり,思春期発症の約半数を占めていた。MPGN および FGS は治療に抵抗する症例

の予後は悪く,前者ではⅠ型の classical type,Ⅱ型,Ⅲ型が,後者では ineidiousな発症形

式をとり初期治療に反応しないものが確実に carry over していた。 


